
     予算額（収益的支出と資本的支出の合計額）

前年度当初比　　　１９億４８百万円

（主な増減要因）収益的支出  ・営業費用 　　　　１７億４７百万円（薬品費及び修繕費の増等）　

 　               　        ・企業債利息  　 　△２億４８百万円（企業債償還による減）　

　　　　　　　　資本的支出　・改良費　　   　△２４億０４百万円（改良費の減）

      　                    ・企業債償還金 　　２３億８５百万円（企業債償還額の増）

上段 令和２当初

中段 令和元当初

下段 令和元最終

 ４２８億０９百万円 営業収益（給水収益等） 百万円

 ４２９億４６百万円  ・有収水量 506百万㎥（前年度比 △2百万㎥）

 ４２８億１２百万円 営業外収益（長期前受金戻入等） 百万円

 ４１３億３３百万円

 ３９６億０１百万円

 ３８８億５８百万円

 １０４億８４百万円

 　９０億３９百万円

 　６０億９５百万円

 ２８９億６５百万円

 ２８７億４９百万円

 ２５４億０４百万円

＊資本的収支の差額については、内部留保資金等で補てんします。

   　　　４８百万円

   １７億４６百万円 ※消費税及び地方消費税を除いた収益的収支の差額

   ３０億５６百万円

※ 単 年 度 損 益

資
本
的
収
支

建設企業債
国庫補助金等

8,200
1,060

百万円
百万円

水 道 用 水 供 給 事 業 資 本 的 収 入

建設改良費
企業債償還金

16,652
12,159

百万円
百万円

水 道 用 水 供 給 事 業 資 本 的 支 出

事  業  名 事 業 費 主　　な　　内　　容

収
益
的
収
支

水 道 用 水 供 給 事 業 収 益

2,509

営業費用（減価償却費、動力費、薬品費、修繕費等）
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　38,437百万円
営業外費用（企業債利息等）　　　　　　2,696百万円

水 道 用 水 供 給 事 業 費 用

40,208

大阪広域水道企業団　令和２年度当初予算の概要

水道事業会計
（水道用水供給事業）

令和２年度当初予算額 ７０２億９７百万円

令和元年度当初予算額 ６８３億４９百万円

令和元年度最終予算額 ６４２億６２百万円

前年度比
１０２．９％

（２年度当初／元年度当初）



　令 和 ２ 年 度 主 要 事 業 の 概 要　

上段 令和２当初
中段 令和元当初
下段 令和元最終

Ⅰ.　災害に強く、安全で良質な水を持続して供給できる施設を整備します　【持続】【安全】【強靭】

改良更新事業の推進 146億08百万円

170億12百万円

132億10百万円

１．取水・浄水施設の更新 ・村野浄水場Ｗ系施設更新基本設計委託

・耐震化等

２．送水施設の更新 ・系統連絡送水管の整備

・耐震化 〔庭窪～万博〕

・千里浄水池更新工事(新２号池）

・藤井寺ポンプ場浄水池ほか耐震補強工事

・送水管布設工事

〔千里幹線バイパス管〕

〔河南連絡管〕（管路ＤＢ）

〔阪南岬送水管〕

３．設備の更新 ・泉北浄水池電気設備設置工事

・磯島取水場 中央監視制御設備更新維持事業

・村野浄水場 平面系高度処理棟揚水ポンプ設備更新維持事業

Ⅱ．構成団体と相互に連携しながら、災害などに迅速に対応します　【持続】【強靭】

１．災害対策  6百万円 ・災害用備蓄水の共同製作

 9百万円

 9百万円

Ⅲ．安全で良質な水をお届けします　【安全】

１．安全で良質な水の供給  2億04百万円 ・市町村水質共同検査

 2億17百万円 ・河南水質管理ステーションの運営

 2億17百万円

Ⅳ．さらなる経営改革に取り組み、持続可能な経営基盤を構築します　【持続】

１．事業運営の効率化  1億71百万円 ・送水管布設工事（再掲）

 1億50百万円 〔河南連絡管〕（管路ＤＢ）

 1億50百万円 ・庭窪浄水場ほか　運転管理委託

・総務業務センター運営委託

２．官民連携の推進  1億71百万円 ・送水管布設工事（再掲）

 1億50百万円 〔河南連絡管〕（管路ＤＢ）

 1億50百万円 ・庭窪浄水場ほか　運転管理委託（再掲）

・総務業務センター運営委託（再掲）

〔 水 道 事 業 会 計 （ 水 道 用 水 供 給 事 業 ） 〕

事  業  名 事　業　費 主 な 事 業 内 容 の 説 明



上段 令和２当初
中段 令和元当初
下段 令和元最終

Ⅴ．水道事業の全体最適化に向け、府域一水道をめざします　【持続】

１．広域化の推進  66百万円 ・ 統合協議を行う団体との水道事業統合検討

　67百万円 ・ 広域化の調査検討

 67百万円

Ⅵ．エンドユーザーの立場に立ち、お客さまサービスの向上に努めます　【持続】

１．水道に関するＰＲ  9百万円 ・市町村との共同ＰＲ（利き水会の開催）

 9百万円 ・出かける浄水場の実施

 9百万円

Ⅶ．社会的責務を果たし、信頼される企業団をめざします　【持続】

１．環境保全  3億29百万円 ・浄水発生土の有効活用の推進

 2億88百万円 ・ＰＣＢ廃棄物の適正処理の推進

 2億88百万円

２．国際貢献  4百万円 ・タイ王国首都圏水道公社（ＭＷＡ）との技術交流の取組み

 4百万円

 4百万円

事  業  名 事　業　費 主 な 事 業 内 容 の 説 明



令和２年度の主要事業（水道用水供給事業）

＜府内全域＞
送水施設

◇あんしん水道ライン上の
水管橋耐震補強

市町村連携

◇受水分岐の２系統化

千里浄水池

◇浄水池更新

村野浄水場

◇平面系高度浄水処理棟
揚水ポンプ電気設備更新

◇階層系排泥ポンプ設備改良

磯島取水場

◇中央監視制御設備更新

送水施設

◇系統連絡送水管整備
庭窪～万博 φ1,200 約6km

送水施設

◇バイパス送水管整備
千里幹線 φ800～1,350 約6km

あんしん水道ライン

送水施設

◇河南連絡管整備
泉北ルート φ700～800 約 7km
河南ルート φ200～400 約12km
柏原ルート φ300～600 約 7km

送水施設

◇阪南・岬送水管整備
φ300 約5km

浄水施設

取水施設・加圧施設

広域浄水池

導水管、連絡管、送水管

※ 市町村水道事業の個別受託

三島浄水場

庭窪浄水場

村野浄水場

松原ポンプ場

泉北浄水池

藤井寺ポンプ場

万博浄水施設

泉北浄水池

◇ポンプ設備設置
◇電気設備設置

藤井寺市水道事業※

◇道明寺浄水場更新

万博公園浄水施設

◇高圧電気設備改良

藤井寺ポンプ場

◇耐震補強工事
◇ポンプ設備改良

送水施設

◇ 5拡南部幹線更新 φ1,100 約1km

小野原ポンプ場

◇耐震補強工事

伝送システム

◇伝送ｼｽﾃﾑ更新維持事業



     予算額（収益的支出と資本的支出の合計額）

上段 令和２当初

中段 令和元当初

下段 令和元最終

 〔　〕内は有収水量

泉南 1,392百万円 〔660万㎥〕 田尻 222百万円 〔116万㎥〕

６５億５８百万円 営業収益 四條畷 1,127百万円 〔562万㎥〕 岬 448百万円 〔171万㎥〕

６５億４４百万円 （給水収益等）阪南 1,153百万円 〔559万㎥〕 太子 242百万円 〔127万㎥〕

６６億２９百万円 豊能 535百万円 〔173万㎥〕 千早赤阪 121百万円 〔 52万㎥〕

忠岡 347百万円 〔191万㎥〕

泉南 1,480百万円 田尻 258百万円

６４億４８百万円 営業費用 四條畷 1,199百万円 岬 434百万円

６４億１５百万円 （減価償却費、動力費、 阪南 1,218百万円 太子 260百万円

６６億３２百万円 薬品費、修繕費等） 豊能 682百万円 千早赤阪 195百万円

忠岡 347百万円

建設企業債 国庫補助金等 出資金

泉南 51百万円 泉南 39百万円 泉南 13百万円

１２億６３百万円 四條畷 295百万円 四條畷 168百万円 千早赤阪 26百万円

　７億３５百万円 阪南 45百万円 阪南 19百万円

　７億３２百万円 豊能 230百万円 豊能 33百万円

忠岡 39百万円 忠岡 13百万円

田尻 29百万円 田尻 16百万円

岬 54百万円 岬 13百万円

千早赤阪 20百万円 太子 39百万円 千早赤阪 18百万円

泉南 363百万円 田尻 102百万円

３３億１８百万円 四條畷 717百万円 岬 85百万円

２４億８１百万円 阪南 227百万円 太子 227百万円

２５億１６百万円 豊能 410百万円 千早赤阪 95百万円

忠岡 96百万円

＊資本的収支の差額については、内部留保資金等で補てんします。

　　　５３百万円

　　　６４百万円 ※消費税及び地方消費税を除いた収益的収支の差額

　　△１６百万円

９１億４８百万円

１０９．８％
（２年度当初／元年度当初）

大阪広域水道企業団　令和２年度当初予算の概要

令和２年度当初予算額 ９７億６６百万円

令和元年度当初予算額 ８８億９６百万円

建設改良費

※ 単 年 度 損 益

資
本
的
収
支

主　な　内　容

収
益
的
収
支

前年度比

水道事業収益

水道事業費用

水道事業
資本的収入

水道事業
資本的支出

事  業  名 事　業　費

水道事業会計
（市町村域水道事業）

【９事業連結】
令和元年度最終予算額



市町村域水道事業予算内訳

上段 令和２当初
中段 令和元当初
下段 令和元最終

上段 令和２当初
中段 令和元当初
下段 令和元最終

＊単年度損益は、消費税及び地方消費税を除いた収益的収支の差額

＊端数処理の関係で数値が合わないことがあります。

水道事業
資本的収入

水道事業
資本的支出

事  業  名 

　４億３９百万円

四條畷水道事業

１２億７１百万円

１２億７２百万円
１２億７２百万円

　３億１３百万円
　３億４４百万円

　４０百万円
　４０百万円

泉南水道事業

１６億５８百万円
１６億４１百万円
１６億８５百万円

１５億９２百万円

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

単年度損益

市町村域水道事業
【９事業連結】

６５億５８百万円
６５億４４百万円
６６億２９百万円

６４億４８百万円
６４億１５百万円
６６億３２百万円

１２億６３百万円
　７億３５百万円
　７億３２百万円

３３億１８百万円
２４億８１百万円
２５億１６百万円

水道事業収益

水道事業費用

　５億８４百万円
　４億３９百万円

１５億９４百万円
１６億９３百万円

　１億０５百万円

　１１百万円
　０百万円

１２億９７百万円
１２億７８百万円
１２億８１百万円

１２億８９百万円
１２億５２百万円

阪南水道事業

　８億０７百万円
　８億０４百万円
　８億９４百万円

　３億５６百万円
　３億５６百万円
　４億９５百万円

１２億４５百万円
１２億４５百万円

千早赤阪水道事業

　７億１９百万円
　７億１９百万円
　７億２０百万円

　７億３６百万円
　７億１９百万円
　７億５０百万円

　３億１２百万円
　１億２１百万円
　１億２１百万円

△２１百万円
１百万円

△２１百万円

水道事業収益
　３億６０百万円 　２億６８百万円 　４億８８百万円 　２億７６百万円 　２億０７百万円
　３億５８百万円 　２億７２百万円 　５億２９百万円 　２億７７百万円 　１億９４百万円
　３億７３百万円 　２億７２百万円 　５億３３百万円

事  業  名 忠岡水道事業 田尻水道事業 岬水道事業 太子水道事業

　２億９５百万円 　１億９６百万円

水道事業費用
　３億５８百万円 　２億６５百万円 　４億５９百万円 　２億７２百万円 　２億０５百万円
　３億５３百万円 　２億７２百万円 　５億２０百万円 　２億７５百万円 　１億９１百万円
　３億８５百万円 　２億７６百万円 　５億１１百万円 　２億９２百万円 　１億９２百万円

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

水道事業
資本的収入

　５３百万円 　４５百万円 　６９百万円 　４０百万円 　６４百万円
　２０百万円 　２百万円 　６百万円 　１１百万円 　１億５２百万円
　２０百万円 　１百万円 　６百万円 　１１百万円 　１億５１百万円

水道事業
資本的支出

　１億１５百万円 　１億０７百万円 　２億５７百万円 　２億４９百万円 　１億２４百万円
　７２百万円 　１３百万円 　１億９８百万円 　１億０１百万円 　２億２１百万円
　７２百万円 　１３百万円

　２６百万円 １百万円 　１百万円

　１億９８百万円 　１億０１百万円 　２億２１百万円

単年度損益
　０百万円 　０百万円 　１３百万円 △１百万円 　０百万円
　２百万円 　１百万円 　１９百万円 ０百万円 　０百万円

△１０百万円 △１百万円

　６億１９百万円
　３億２４百万円
　３億２４百万円

１２億９２百万円

　８１百万円
　２４百万円
　２４百万円

　３億６８百万円

△１６百万円
　３０百万円
　６３百万円

△１６百万円
　６４百万円
　５３百万円

１２億８３百万円

豊能水道事業

△６百万円
　０百万円
　０百万円

　１１百万円



　令 和 ２ 年 度 主 要 事 業 の 概 要

上段 令和２当初
中段 令和元当初
下段 令和元最終

　持続可能な事業運営市町村域水道事業

泉南水道事業 3億63百万円 （1）施設の更新 1億43百万円
2億25百万円
2億25百万円 ・中央配水場更新工事　【新】

（2）管路の更新・耐震化 1億30百万円

・配水管布設替工事（泉南イトーピア団地内）【新】

四條畷水道事業 7億17百万円 （1）設備の設置・更新 3億69百万円
6億35百万円
6億35百万円 ・美田加圧ポンプ場監視制御設備設置工事

・中野管理本館中央監視制御設備更新工事

（2）管路の更新・耐震化 1億54百万円

・配水管布設替工事（府道四條畷停車場線）【新】

阪南水道事業 2億27百万円 （1）管路の更新・耐震化 23百万円
1億71百万円
2億02百万円 老朽管路の更新を行う。・配水管布設替工事（下荘91号線、箱の浦地区）【新】

（2）施設の更新 79百万円

・桑畑受水施設築造工事
・桑畑受水施設ポンプ設備設置工事

豊能水道事業 4億10百万円 （1）管路の更新・耐震化 1億02百万円
1億09百万円
1億09百万円 老朽管路の更新を行う。・配水管布設工事（府道605号国崎野間口線）【新】

（2）設備の更新 14百万円

・木代加圧ポンプ場電気計装設備更新工事　【新】

（3）古江浄水場等改修事業負担金 251百万円

忠岡水道事業 96百万円 （1）管路の更新・耐震化 55百万円
54百万円
54百万円 老朽管路の更新を行う。・配水管布設替工事（中央線第４期・２工区）【新】

・配水管布設替工事（忠岡２号線）【新】

田尻水道事業 1億02百万円 （1）管路の更新・耐震化 35百万円
7百万円
7百万円 　老朽管路の更新を行う。・配水管布設替工事（府道泉佐野岩出線）【新】

（2）施設の更新 45百万円

・中央配水場更新工事負担金　【新】

注）【新】は令和２年度新規事業

〔 水 道 事 業 会 計 （ 市 町 村 域 水 道 事 業 ） 〕

事  業  名 事　業　費 主 な 事 業 内 容 の 説 明

　水道事業統合に係る整備計画を基本とし、施設の重要
度・老朽化の状況を踏まえ効率的に施設を整備する。



上段 令和２当初
中段 令和元当初
下段 令和元最終

事  業  名 事　業　費 主 な 事 業 内 容 の 説 明

岬水道事業 85百万円 （1）管路の更新・耐震化 44百万円
18百万円
18百万円 　老朽管路の更新を行う。・配水管更新工事（小島地区）１工区　【新】

太子水道事業 2億27百万円 （1）設備の更新 171百万円
75百万円
75百万円 ・板屋橋浄水場監視制御設備更新工事

（2）管路の更新・耐震化 25百万円

・送水管布設替工事（山田地区）【新】

千早赤阪水道事業 95百万円 （1）連絡管の整備 57百万円
1億94百万円
1億94百万円 ・送水管布設工事（村内連絡管・小吹台）4工区　【新】

注）【新】は令和２年度新規事業



　　　予算額（収益的支出と資本的支出の合計額）

前年度当初比　　３億５４百万円

（主な増減要因）収益的支出　・修繕費　　　　　　　  　△１億０３百万円（工事完了による減）

　　　　　　　　　　　　　　・資産減耗費　　　　　  　△１億６４百万円（廃止管撤去の減）

　　　　　　　　　　　　　　・営業外受託費用　　　　　△１億８４百万円（工事完了による減）

　　　　　　　　資本的支出　・増補改良費　　　　　　　　８億円

上段 令和２当初

中段 令和元当初
下段 令和元最終

　 ８７億１７百万円

　 ８９億８８百万円

　 ８６億５６百万円

　 ７１億０２百万円

　 ７５億４７百万円

　 ７４億３７百万円

 　５３億５２百万円

 　　１億２７百万円

 　　３億１９百万円

 １０１億９２百万円

   ９３億９４百万円

   ７０億６３百万円

＊資本的収支の差額については、内部留保資金等で補てんします。

 　　８億０４百万円

 　　７億６３百万円 ※消費税及び地方消費税を除いた収益的収支の差額

   １０億６１百万円

大阪広域水道企業団　令和２年度当初予算の概要

工 業 用 水 道 事 業 会 計

令和２年度当初予算額 １７２億９４百万円

令和元年度当初予算額 １６９億４０百万円

令和元年度最終予算額 １４５億円

１０２．１％
（２年度当初／元年度当初）

前年度比

工業用水道事業資本的支出

※ 単 年 度 損 益

資
本
的
収
支

建設企業債　　　　　　　　　　　 　　5,100百万円
工事負担金              　　　　       212百万円

工業用水道事業資本的収入

建設改良費　　　　　　　　            9,128百万円
企業債償還金                          1,064百万円

事  業  名 事 業 費 主　　な　　内　　容

収
益
的
収
支

工 業 用 水 道 事 業 収 益

営業収益（工業用水給水料金等）　　  　7,723百万円
　・基本使用水量459,000㎥/日､使用水量249,500㎥/日､超過水量9,500㎥/日

営業外収益（長期前受金戻入等）　 　 　  994百万円

工 業 用 水 道 事 業 費 用
営業費用（減価償却費、動力費、薬品費、修繕費等）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　  6,771百万円
営業外費用（企業債利息等）　　　　　 　261百万円



    　令 和 ２ 年 度 主 要 事 業 の 概 要　　　

上段 令和２当初
中段 令和元当初
下段 令和元最終

Ⅰ.災害に強く、安全で良質な水を持続して供給できる施設を整備します　【持続】【安全】【強靭】

改良更新事業の推進   91億28百万円

  83億27百万円

  59億96百万円

１．取水・浄水施設の更新  ・大庭浄水場　濃縮槽築造工事

・耐震化  ・大庭浄水場　調整池及び配水ポンプ棟更新工事

２．配水管路の更新  ・バイパス配水管の整備

・耐震化 〔堺市１工区、２工区〕

〔高石市〕

 ・水管橋耐震補強実施設計委託

〔諏訪森橋水管橋・堺市ほか〕

 ・配水管布設工事

 〔大庭三島連絡管・守口市、摂津市〕

 ・配水管布設替工事

 〔八尾本管分岐・八尾市ほか〕

 〔５次工水・忠岡町〕

Ⅳ．さらなる経営改革に取り組み、持続可能な経営基盤を構築します　【持続】

１．事業運営の効率化   　　 90百万円   ・庭窪浄水場ほか　運転管理委託

  　　 90百万円   ・総務業務センター運営委託

  　　 90百万円

２．官民連携の推進   　　 90百万円   ・庭窪浄水場ほか　運転管理委託（再掲）

  　　 90百万円   ・総務業務センター運営委託（再掲）

  　　 90百万円

〔 工 業 用 水 道 事 業 会 計 〕

事  業  名 事　業　費 主 な 事 業 内 容 の 説 明



Ｐ

東除ポンプ場

Ｐ
Ｐ

Ｐ

令和２年度の主要事業（工業用水道事業）

配水管路整備（府内各所）

◇老朽管更新

・八尾本管分岐（八尾市）

・５次工水（忠岡町）

取水施設・浄水施設

加圧施設

連絡管、配水管

R２年度 主要箇所 

配水管路整備

◇配水管路のループ・バイパス化

・茨木・正雀連絡管（摂津市）

・守口北守口東連絡管（寝屋川市）

配水管路整備

◇バイパス配水管

・臨海の丘～高石

大庭～三島連絡管整備

◇大庭三島連絡管

配水管布設工事
配水管路整備

◇バイパス配水管

・新家～大泉緑地

実施設計委託

大庭浄水場

三島浄水場

八尾ポンプ場

枚岡加圧ポンプ場

泉大津ポンプ場

東除ポンプ場

Ｐ

一津屋取水場

既設構造物の耐震化（府内各所）

◇水管橋の耐震補強

・東大阪市 ２橋

・堺市 ４橋

・泉大津市 ２橋

大庭浄水場

◇大庭浄水場

・調整池及び配水ポンプ施設更新工事

・濃縮槽築造工事

八尾ポンプ場

◇八尾ポンプ場

・ポンプ設備改良工事

・ポンプ電気設備改良工事



広域化の調査検討について 

（水道用水供給事業） 

１ 事業概要 

（１）企業団と市町との水道事業の統合に係る検討委託

（令和元年度 ０円、令和２年度 35,022 千円）

藤井寺市・大阪狭山市・熊取町・河南町との水道事業の統合に向けて、事業認可申請書（創設認可）

等に係る資料を２か年（令和元～令和２年度）で作成。 

（２）水道事業の広域化に関する調査委託（ブロック単位での広域化調査）

（令和２年度 30,000 千円）

広域化の推進に向けて、広域化の要望のあるブロックを対象とした、水質管理、水運用管理、施設運

転管理等の業務の共同化についての調査・検討業務。 

２ スケジュール（予定） 

事業 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

(１) 企業団と市町との水道事業の統合に係る
検討委託

(２)水道事業の広域化に関する調査委託
（ブロック単位での広域化調査）

３ 事業費 

予算（案） 

事 業 費 令和 2 年度 65,022 千円 

統合 



水道事業統合促進基金の活用による最適配置案等の策定について 

（水道用水供給事業） 

１ 事業概要 

（１） 最適配置案等の策定業務委託（水道事業統合促進基金活用事業）

今後の統合促進に向けたインセンティブとして基金を活用し、統合した際の施設の最適配置及び経営

シミュレーション案を策定

（令和２年度 ０円、令和３年度 107,580 千円）

２ スケジュール（予定） 

事業 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

(1) 最適配置案等の策定業務委託
（水道事業統合促進基金活用事業）

＜参考＞ 
新たに企業団との統合協議を行う団体との 
水道事業の統合に係る検討 
（統合素案の策定） 

 

３ 事業費 

予算（案） 

事 業 費 令和 2 年度 ０千円 令和３年度 107,580 千円（債務負担行為限度額） 

覚書締結



伝送システム更新維持事業（DBM 方式による発注）について 

（水道用水供給事業・工業用水道事業）

１ 事業概要 

大阪広域水道企業団では、大阪府全域に水道用水、工業用水を送配水しており、送水管理センターからポ

ンプ場等の施設の遠隔監視制御（流量・圧力調整等）を行っている。本事業は、老朽化した情報伝送設備等

の更新及び維持管理を行うものである。

通信回線図（現況） 

２ 実施方法 

近年、ICT の発展が進んでいることから、民間事業者の持つ最新技術（ノウハウ）を十分に活用するとと

もに、工事費用、維持管理費用のトータルコストを抑制するため、発注方式を設計・施工及び維持管理業務

の一括発注（ＤＢＭ：デザイン・ビルド・メンテナンス方式）とする。 

３ 事業費及び事業期間 

事業費 令和 2 年度 当初予算（案） 0 千円（債務負担額 10,563,300 千円） 

事業期間 令和２年度～令和 16 年度 

（単位：千円） 

更新工事 維持管理業務 

令和 2～４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和 16 年度まで 合 計 

水道用水供給事業 0 2,591,600 2,591,600 2,591,600 1,740,530 9,515,330 

工業用水道事業 0 238,590 238,590 238,590 332,200 1,047,970 

合計 0 2,830,190 2,830,190 2,830,190 2,072,730 10,563,300 
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北部水道事業所〔山田〕

生駒山中継所
本部

和泉浄水池
（南部水道事業所）

東部水道事業所
（送水管理センター）

小野原ポンプ場

郡家ポンプ場

高槻ポンプ場 磯島取水場

村野浄水場
（送水管理サブセンター）

万博公園浄水施設

千里浄水池

庭窪浄水場

三島浄水場

枚岡ポンプ場

藤井寺ポンプ場

美陵ポンプ場

富田林ポンプ場

狭山ポンプ場

岸和田連絡弁

泉大津ポンプ場 泉北浄水池

泉佐野ポンプ場

泉南浄水池

四條畷ポンプ場

奈佐原浄水池

一津屋取水場

大庭浄水場

北部系送水施設

中宮サージタンク

松原ポンプ場

東除ポンプ場

【対象設備】

〇情報伝送設備

〇多重無線設備

〇有線通信設備

〇その他設備

・マイクロ電話設備等



管路等整備事業への設計・施工一括発注（ＤＢ）方式の導入 

（水道用水供給事業・市町村域水道事業） 

１ 設計・施工一括発注方式（管路 DB）について 

○設計（Design）・施工（Build）一括発注契約方式（以下「ＤＢ方式」とします。）は、民間事業者の持つ独自

の技術（ノウハウ）を活用して効率的・効果的な設計・施工が可能となり、施工の品質を確保しながら、工期の

短縮や職員の負担軽減を図ることが期待できます。

○当企業団では、今後増大する管路更新への対応を見据え、管路整備事業においてＤＢ方式を導入し、管路の整

備を推進していきます。

２ 事業概要 
河南連絡管・千早赤阪村内連絡管等整備事業（管路 DB） 

※事業規模の確保のため、水道用水供給事業と市町村域水道事業の工事を併せて発注します。

（１）河南連絡管整備事業

水道用水供給事業のうち、単一の管路で送水する河南地域は、非常時に送水停止となるリスクが大きいため、

管路のループ化及び２系統化を進めています。 

本管路 DB 事業では、河南連絡管（Ⅱ期）工事（泉北・河南・柏原ルート）を対象とし、令和 11 年度の完

成をめざします。 

（２）千早赤阪村内連絡管等整備事業

千早赤阪水道事業では、新分岐の設置に伴う送配水系統の拡充及びバックアップ機能の向上を図るために、

新分岐と既設分岐を接続する連絡管等の整備を進めています。 

本管路 DB 事業では、この連絡管等の工事を対象とし、令和８年度の完成をめざします。 

 

３ 事業費及び事業期間 

事 業 費 当初予算（案）令和２年度 30,960 千円（債務負担 5,767,620 千円） 

事業期間 令和２年度～令和 11 年度（市町村域水道事業は令和８年度まで） 

（単位：千円） 

令和２年度 令和３年度～ 合計 

スケジュール
基本設計委託 

管路等整備事業 

事 業 費 

水道用水供給事業 29,040 4,739,020 4,768,060 

千早赤阪水道事業 1,9２0 1,028,500 1,030,420 

事 業 費 計 30,960 5,767,520 5,798,480 

河南連絡管・千早赤阪村内連絡管 対象箇所図 

【管路 DB 対象】 

・河南連絡管

延長：約 12 ㎞

口径：200～700 ㎜

・千早赤阪村内連絡管

延長：約 7 ㎞

口径：200～250 ㎜



配水管布設工事（バイパス配水管・新家～大泉）について 

（工業用水道事業） 

１ 工事概要 

工業用水道施設の事故時に備えたバックア

ップ能力、老朽化している配水管更新時の代替

能力及び耐震性を確保するため、基幹管路のバ

イパス配水管を整備するものである。

バイパス配水管の整備として八尾市新家～

忠岡町間のうち、「新家～大泉」間を着手します。 

（令和１６年度完了予定） 

令和 2 年度は、バイパス配水管の布設のため

に必要な実施設計・測量・土質調査委託や立坑

用地の整備工事を実施します。 

 

 

２ 施工方法 

本件は幹線道路下に配水管を布設することとなるため、通行車両及び地下埋設物への影響を考慮し、シールド工

法にて構築したトンネル内に配水管を布設します。 

３ 事業費及び事業期間 

事業費 令和 2 年度 当初予算（案）37,840 千円（債務負担額 831,820 千円） 

事業期間 令和２年度～令和１６年度 

（単位：千円） 

令和 2 年度 令和 3 年度 合 計 

実施設計委託 0 365,200 365,200 

測量委託 0 163,680 163,680 

土質調査委託 37,840 302,940 340,780 

合計 37,840 831,820 869,660 

セグメント 

シールド工法の概要（イメージ）シールドマシン（イメージ）

シールドマシン
（トンネルを掘りま

す）

発進立坑 

実施済み 

ﾊﾞｲﾊﾟｽ配水管

既設配水管 

位 置 図 

【事業内容】 

・新家～大泉 延長：約 16km

口径：1200mm 
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